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平成16年8月1日

令和7年4月23日

自己評価及び外部評価結果

56 ～ 68

 1 ～ 14

36 ～ 55

２０２４年５月からインスタグラム開設。利用者様の日々の生活の様子やイベント・
行事・レク等の様子を発信しています。

スタッフは７０％以上が介護福祉士の資格を持ち、サービス提供強化加算（Ⅰ）を取
得。認知症介護指導者１名、認知症介護実践リーダー１名、認知症介護実践者3名が
在籍しており、認知症介護のプロを目指して取り組んでいる。コロナ渦でも面会の制
限はせず、ご家族様にはできるだけ面会をしていただけるようにしていました。イベ
ントも積極的に行い、ユニット合同の夏祭りやクリスマス会、芋煮会等を通じてユ
ニット間の交流を行っています。少人数の良さを活かし積極的に外出や外食等を行っ
ています。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 23 ～ 35

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

事業所は、相鉄いずみ野線「いずみ野」駅から神奈中バスに10分乗車、バス停「ひ
なた山第一」から徒歩1分程の場所にあります。元病院だったビルの2階、3階にあ
る2ユニットのグループホームです。隣接してホームセンター、近隣にはコンビニ
エンスストアや公園があり、利便性のよいところです。
＜優れている点＞
事業所開設時に作成した理念「楽しく充実した生活」を大切に実現しています。
ハーモニカが得意の利用者を中心に他の利用者が一緒に歌って楽しんだり、90歳近
い利用者が白内障の手術で再び好きな読書が出来たなど、利用者の楽しみが継続で
きるよう支援に努めています。食事の盛り付けやテーブル拭きなど、自分の仕事と
して「やりたい」と思う利用者の気持ちに寄り添い、満足感を味わってもらえるよ
う見守っています。また、病院や訪問看護事業所があり、人工透析の利用者も支援
するなど医療体制が充実しています。
＜工夫点＞
夜、眠れない利用者の原因が認知症によるのか、投薬によるものかを考え、主治医
に睡眠導入剤の減薬を提案することもしています。寝たきり状態で退院した利用者
に、手すり伝いの歩行訓練やスクワットで下肢の筋肉トレーニングのリハビリを行
い、車いすでトイレに移動したり、少し立位歩行ができるようになったなど、常に
自立に向けての最善策を考えに支援に努めています。

15 ～ 22

評 価 結 果
市町村受理日

サービス種別
定　 員　 等

所　　在　　地

ﾕﾆｯﾄ数
認知症対応型共同生活介護

定員　計

令和7年5月14日令和7年2月8日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 〇 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 グループホーム　やすらぎ

 ユニット名 ２階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム　やすらぎ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践
につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流し
ている。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かし
ている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる。

運営推進会議は２か月に１度ネット会議に
て開催している。意見や情報交換等を行い
運営に活かしている。ネット会議のため、
自治会の方の参加が難しくなってしまって
いる。

地域包括支援センター職員や泉区役所高
齢・障害支援課職員が参加して奇数月にWEB
で開催しています。事業所の生活の様子や
安全に関する報告をし、地域包括支援セン
ター職員からは区民祭りなど地域のイベン
トの情報を受け取っています。

今後、対面での会議形式が
期待されます。自治会の参
加を得て地域との関係性を
深めることも期待されま
す。

運営推進会議の際に事業所の実情やサービ
スの取り組みを報告している。

利用者に生活保護費受給者がおり、泉区役
所生活支援課のケースワーカーと連携した
り、介護保険の認定調査員を受け入れて、
要介護認定を受けています。行政主催の研
修にも参加しており、横浜市グループホー
ム連絡会にも参加して活動しています。

買い物や近隣イベントの参加、外食等で地
域の一員として住民と触れ合えるように援
助しています。

自治会の特別会員になっており、夏祭りに
参加しています。近隣に住んでいた利用者
が、近くの店での買い物や散歩の途中に馴
染みの住民と挨拶をしています。コロナ禍
以前は手品のボランティアを受け入れてい
ます。

地域貢献に関しては、できていないのが現
状。朝日新聞関連サイト「なかまぁる」に
てお悩み相談室にて介護の悩みに回答（７
つの質問）

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

スタッフルーム、食堂に事業所理念を掲
示、実現に向けています。賞与の人事考課
の評価項目に導入するも実際の理念につい
ては把握しておらず。個人面談時に理念を
覚えてもらうようにお願いしている。

事業所開設時に作成した理念を大切にし、
カンファレンスや面談時にも理念を念頭に
話し合いをしています。事務所やスタッフ
ルームに掲示し周知しています。リビング
や廊下の壁いっぱいにイベントを楽しむ利
用者の笑顔の写真を掲示し、理念の「楽し
く充実した生活」を視覚的に伝えていま
す。
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グループホーム　やすらぎ　
自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象とな
る具体的な行為を正しく理解するとともに、身体的
拘束等の適正化のための指針の整備、定期的な委員
会の開催及び従業者への研修を実施し、緊急やむを
得ない場合を除き、身体的拘束等をしないケアに取
り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係
者と話し合い、それらを活用できるよう支援してい
る。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている。

苦情ボックスの設置し意見や苦情を広く受
け付けている。また法人内への意見等に関
しては全ての事業所で検討し全体で改善出
来る様努めている。利用者からは日々の支
援の中で希望を記録として残すように取り
組んでいる。居室担当制を活かして担当者
が希望や意見を聞き要望に答えられるよう
にしている。家族にはメール、SNSや電話等
で情報共有している。

家族の意見、要望は電話、SNS、メールなど
で把握しています。寝たきり状態で退院し
た利用者の家族から「動けるようにしてほ
しい」との要望があり、カンファレンスで
対応を協議しています。手すり伝いの歩行
訓練やスクワットで下肢の筋肉トレーニン
グを行うことで、車いすでトイレに移動し
たり、少し立位歩行ができるようになって
います。

権利擁護の研修（成年後見制度）を行いス
タッフに学ぶ機会を提供している。利用者
の後見人さんとも連携を取り意見や協力を
して頂いている。

契約前、契約時などその都度ご説明させて
いただいている。また、疑問等に関しても
出来うる限り詳しくご説明している。説明
時間の長さ、難解な用語もある為考慮した
上での説明を心掛けていきたい。ご自宅で
一読されるように契約前に契約書をお渡し
している。

指針の整備・会議の定期開催を行い、身体
的拘束をしないケアに取り組んでいる。定
期的な研修を行いスタッフに身体拘束を必
要としないケアの実現に向けて取り組んで
いる。向精神薬の適切な服用については、
主治医と連携し入居前に病院で服用してい
た向精神薬を減らす取り組みをし、薬によ
る行動制限をしないようにカンファレンス
等で話し合っている。

年2回内部研修を行い、身体拘束をしないケ
アを意識しています。夜、眠れない利用者
について、眠れない原因が認知症によるの
か投薬によるものかを考え、主治医に睡眠
導入剤の減薬を提案しています。立ち上が
りたい車いす利用者には、フットレストを
外したり、自動ブレーキ付きの車いすを使
用するなど工夫しています。

虐待に関するアンケートを毎年行い、虐待
に対しての意識をしてもらう。管理者とス
タッフで個別に面談をし、ケアに対する心
構えを聞いている。アンガーマネジメント
研修を行ったり外部研修の参加をし意識を
高める取組みをしている。知らず知らずに
行っているグレーゾーンのケアや不適切な
ケア等については、基本的な排泄面のケア
から見直して適切なケアを行うように取り
組んでいる。

アンガーマネジメントなど年2回の内部研修
を行っています。管理者は利用者の目を楽
しいことに向けることで、気持ちを切り替
え、自分を客観視して平常心に戻ることが
大切と考えて職員を指導しています。おむ
つを使用している人もポータブルトイレで
の排泄を支援し、清潔で気持ちよい状態を
保つことを指導しています。

株式会社フィールズ



グループホーム　やすらぎ　
自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めてい
る。

法人内に介護部会があり、年１回開催。介
護スタッフは全国の事業所のスタッフと交
流することでネットワーク作りが行える。
管理者は全国認知症指導者ネットワーク等
に属しており様々な取り組みを取り入れて
サービスの質の向上に取り組んでいる。

信頼関係の構築が行われるように積極的に
コミュニケーションを取り、日々の生活支
援の中で課題を見つけ改善できるように取
り組んでいる。要望はできるかぎり叶うよ
うに会議の議題として取り上げたり居室担
当者が対応し本人との関係づくりに努めて
いる。

年間指針を定め、法人全体で取り組んで行
くようにしている。月１回の管理者会議を
開催し、各事業所の運営状況の把握をし地
区全体で職員の職場環境の改善を検討して
いる。職員個々の努力を最大限評価の上、
責任者への途用、新規事業への参加、部署
の転換等積極的に対応している。シャイニ
ングワーカー制度（表彰制度）永年勤続表
彰、非常勤から常勤へ、一般職員から役職
者への登用など行っている。

職員が相談しやすい副主任を設置すること
で風通しを良くするなど、管理者は職員の
考えを大切にし、把握するよう工夫してい
ます。子育てを終えたパート職員から、正
職員になって働きたいとの要望があり採用
するなど、職員の要望に柔軟に応えていま
す。個人面談では、勤務に関する要望や将
来への希望などを話し合っています。

法人として研修センターがあり未経験の職
員には初任者研修を無料で受講とし介護福
祉士を目指してもらっている。医療法人の
メリットを活かし喀痰吸引研修センターも
あり、無料で受講可能。認知症介護実践者
研修、リーダー研修等も積極的に受講する
ように促している。

個人面談では資格取得の要望や将来につい
ての話合いをしています。資格取得には法
人から費用の支援があります。法人の研修
センターでも受講できる体制です。看取り
やトランスファーに関する外部研修は、受
講者が伝達研修を行い、事業所のレベル
アップを図っています。

月１回定例のカンファレンスに参加し、利
用者のケアについて運営について等職員と
意見交換をしている。日々の職員の意見に
ついては役職者との情報共有をしている。

職員の意見はカンファレンスや個人面談、
職員が話しやすい副主任経由で把握してい
ます。職員から利用者の外出を増やしたい
との要望があり、シフトを工夫して対応し
ています。寝たきり状態で退院した利用者
のリハビリについて職員から提案があり、
車いすが利用できるように支援していま
す。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている。

本人の自宅は近い場合は散歩がてら見に
行ったり 馴染みの人との交流も できるだ
け途切れないように面会などを来ていただ
きやすい雰囲気作りに務めている

馴染みの関係は、入居時のアセスメントや
日頃の生活ぶりや会話の中で把握していま
す。知人が訪問して居室で歓談したり、家
族と外出や外食をしたり、実家に遊びに行
く人もいます。隔月で家族に送る手紙と写
真は、「様子がわかってありがたい」とい
う意見を貰っています。

利用者様個々の状況に合わせ御自分の居室
や共用スペースの清掃、衣類整理等を行っ
ていただいたりし良好な関係が築ける様心
掛けている。
できる事を探し、やって頂くことで生活し
ている実感を持てるように心がけている。
できる方にはスタッフの肩もみをしても
らったり 、全体体操の時の 一部の体操を
サポートしていただいたり お手伝いをして
もらっている
家族の面会時に本人の希望や要望をお伝え
しご家族には理解をしていただくように努
めている 。月一回 広報誌で情報提供した
り二ヶ月に一回はご家族宛てに本人の様子
を居室担当者から写真とともにお手紙を書
いて郵送している。

利用の段階で話し合いの場で家族なのに負
担感がないように聞き取り調査をしてい
る。 面会についての制限がないことをお伝
えしている。

ご自宅がある場合には施設からいつでも自
宅に帰れるように職員が同行したり また家
族には面会の方を頻回に来ていただくよう
に依頼をしている。また事業所側から入居
前のご自宅に訪問し、なじみ関係作りをし
ている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている。

何気なく発する言葉から、本人から以前は
どのような生活をされていたのかを聞き取
り、現在に至るまでの経緯を一緒に辿りな
がらサービス開始までの把握に努めてい
る。

利用者様個々に過ごし方等は細かく観察
し、記録させていただき、特に問題点に関
しては申し送りにて引き継ぎ状況把握に努
めている。

サービス利用が終了してもご家族との関係
性は大切にし、親族が施設入居相談を受け
た後に入居していただくケースはありまし
た

好きな事、嫌いな事などを生活を通じて伺
いやりたくないことは無理強いしないよう
に配慮している。失語やレベル低下等で意
向が表出されない場合は、「本人だった
ら」と想いを推測し検討している。

日頃の会話の中で利用者の思いや意向を直
接聞き把握しています。夜勤の時や入浴中
などに聞くことも多くあります。表出困難
な人の場合は表情や雰囲気で、嫌がること
はしないようにしています。本人の意向
で、90歳近い利用者が白内障の手術をし、
再び好きな読書が出来るようになった事例
もあります。

利用者同士の関係性を把握し、ストレスの
掛からないように配慮している。病気や障
害、症状等で関係性の構築が難しいケース
は職員が間に入り関わり合えるように支援
している。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している。

ご本人様並びにご家族様の希望に沿った医
療が受けられる様、かかりつけ医以外にも
場合に応じ外部医療への受診など積極的に
支援させていただいている。

本人及び家族の希望で入居前のかかりつけ
医を受診する人もいます。訪問診療は同じ
法人の内科医が月2回、また訪問歯科医と訪
問看護は毎週行っています。外科・皮膚科
などの受診の際は利用者の安全を第一に考
え、職員が同行しています。

職員全体でニーズに応えられる様検討し対
応を行っている。また、関係機関への協力
をお願いする事もある。

買い物や散歩等外出時には店員や地域住民
方々と積極的に触れ合える様心掛けてい
る。

個々の状況に合わせたケアの仕方、目標に
むけ努力している。また、ケース会議等に
より意見を取り入れ参考にし、より良い介
護サービスに努めている。

モニタリングは日常の支援の中で職員がタ
ブレットに入力しています。ケアプランは
計画作成担当中心にかかりつけ医の意向を
踏まえユニット会議で半年ごとに作成して
います。家族の意向・意見はプランを郵送
して確認し聞いています。短期計画は6ヶ
月、長期計画は12ヶ月、状況に変化があれ
ば随時変更しています。

個別記録にこまめに記入し全職員間にて共
有、実践に繋がる様努力している。残され
た能力や声掛けの工夫、コミュニケーショ
ンの取り方などで利用者に変化が見られた
場合丁寧に記録している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている。

転倒時の対応はスムーズに行えるように、
チュートリアルを作成し、掲示している。
急変時にはパニックにならずに報連相でき
るように伝えている。

消防機関へ依頼し定期的に総合消防訓練等
を全職員に参加呼びかけ行っている。
運営推進会議の際には自治会との相互協力
について話し合っている。地域との連携体
制は構築されていない

災害BCPを策定し、研修を実施しています。
e-ラーニングで学び、総合消防訓練を実施
しています。消防署の指導で、建物は耐火
構造のため、火災時は火元から出来るだけ
遠くに移動し、3～5分消防車の到着を待つ
という訓練をしています。防災品は通常の
食料、水をローリングストック式で備蓄し
ています。

医療機関とは日頃より情報交換など綿密な
関係を築けている。早期の治療を行ってい
ただき、重篤化しないように配慮してい
る。入院中は定期的に面会に行ったり、病
院相談員と電話連絡等し関係性が途切れな
いようにしている。

食事や生活が苦痛にならないように、状況
に応じて話し合い方針の共有を行ってい
る。看取りケアも行い御家族・医療機関に
対しても相談や協力をお願いしている。事
業所でできる事、できない事をお伝えし家
族に選択肢の提供をしている。

看取りの指針を整備し、入居時に終末期の
医療について同意書を交わしています。容
態急変時は家族の意向で入院するケースも
あります。看取りの際は家族、医師、管理
者で話し合い、方針を決めています。夜間
は管理者が駆けつける体制です。管理者が
講師となり職員に研修を行っています。

週１回訪問看護事業所の看護師に異常や変
化等を相談し適切な医療が受けられる様努
めている。また、２週間に１回いずみ台病
院の往診があり。訪問時以外にも異変には
電話にて逐一相談し対応している。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている。

食事の取り分けや刻み等を手分けして行っ
ている。お皿拭きやお盆なども役割分担し
ながら行っている。
たまにはカップラーメン等も食べたいとの
希望がありイベント等で提供している。

ご飯とみそ汁は各ユニットで用意し、副食
は業者から届いた食材を湯煎して提供して
います。毎回利用者は使い捨て手袋を着用
して副食を人数分取り分けたり、テーブル
拭き、後片付けを職員と一緒に行っていま
す。誕生日には本人の希望を聞き、寿司や
ハンバーグ、パスタなどを用意し、ホール
ケーキで祝っています。

個別性を重視し、スタッフの押し付けにな
らないように利用者のペースに合わせたケ
アを行うようにしている。

レクリエーションの一環とし女性利用者に
お化粧をしていただく。２ヶ月に１回訪問
美容院に来て頂き、希望に沿ったヘアカッ
トをしています。買い物レク時は本人が着
たい服を購入して頂いている。

好き・嫌いを尊重し、無理強いや説得をし
ないようにしている。スタッフの価値観を
押し付けないようにしている。
失敗をしても責めない、丁寧な言葉遣いを
するように心がけている。

職員は、利用者に対し思い込みや決めつけ
の態度に留意しています。利用者を尊重
し、行動を見守る支援に努めています。ア
ンガーマネジメント研修では衝動や苛立ち
を抑えて適切に行動する態度を学び、利用
者のケアに活かしています。

自ら要望を出したり、決定が困難な利用者
様に対しては分かり易く選択制にする等対
応している。難聴な方には筆談を用いてコ
ミュニケーションをとるようにしている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

便秘がBPSDの要因になる事を理解し、便秘
にならないように下剤の調整、看護師との
連携をしている。腹部マッサージや腹圧を
掛けたりしたり、便が出やすい姿勢や時間
帯を共有し気持ち良い排便ができるように
取り組んでいる。

入浴は無理強いせずに気持ち良く入れるよ
うに支援している。順番を変え再度伺って
みたり、入らない場合は過度な勧誘をせず
後日に変えてみたりと尊重した対応を心掛
けている。個々の状態によって職員２名で
対応するケースもある。自分で購入した入
浴剤を入れて入浴を楽しんでもらってい
る。

週2回を基本に毎日午前中に2～3人が入浴し
ています。一人ひとり浴槽の湯を替え清潔
保持に努めています。入浴を満足してもら
う迄、ゆっくり入浴できるように配慮して
います。車いすの利用者はシャワー浴で、
脱衣室や浴室を十分に温め、ヒートショッ
クに配慮しています。

歯科往診が週１回で来るので指導やアドバ
イスを受けている。自立にて口腔ケアの行
える方に関しては見守りや促しを、自立の
難しい方に関しては個々に応じた介助を
行っている。訪問歯科と連携し、個別の口
腔状態や口腔ケアでの留意点について指導
を受けている。口腔ケアの研修し、清潔保
持の大切さを確認している。

トイレに行ける人はできるだけトイレに
行ってもらいトイレでの排泄を促してい
る。オムツをしている人でも１日に1回はP
トイレに座ってもらったり、職員が嫌がら
ずに積極的にトイレ誘導するように心がけ
ている。トイレの場所が分からず放尿して
しまう利用者もいるが、本人に怒ってしま
い自尊心を傷つけないように配慮してい
る。

タブレットで排泄の時間を把握して一人ひ
とりの個別支援に努め、排泄後は失敗して
いないかをチェックしています。水分量や
腹部マッサージで排便を無理なく促してい
ます。夜間は見守りセンサーで適時の排泄
支援を行っています。ポータブルトイレを
使っている利用者もいます。

個々の食事量は情報共有し、本人が満足な
量を提供している。食習慣を尊重しできる
だけ本人の意向に沿った食事を提供してい
る。一人ひとりに合わせた食事摂取量、水
分摂取量を把握し適切な対応に努めてい
る。ゼリーやとろみ、ジュース等形態を変
えたり、味付け等も工夫している。透析の
利用者については細かく水分量の調整を
行っている。
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グループホーム　やすらぎ　自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している。

立て替え払いになってしまっているが、本
人には自分のお金で物を買ったり、飲食を
していることを伝えることで買いもの支援
をしている。

切り絵、体操、機能訓練、風船バレー、
モップ掛け、新聞畳み、食器拭き、洗濯物
畳み、ハーモニカ、将棋等その人がやって
いた、やりたいことを尊重しておこなって
もらっている。

病院受診等で同行した際には外食も行い本
人が食べたいものを食べるように支援して
いる。日常的な買い物は隣りがホームセン
ターであることを活かし気楽に出掛けるこ
とができる。できるだけ希望に沿って出掛
けるようにしている。

隣接のホームセンターに買い物や、受診で
同行した際を、回転寿司やラーメンなどの
外食で利用者が楽しめる機会を設けていま
す。ドライブで和泉川遊水地などに行き自
然に親しんでいます。コロナ禍以前に参加
していた自治会の運動会などは、現在まだ
復活していません。

生活習慣を尊重し、その人の生活リズムを
崩さないように配慮している。起こしっぱ
なし、寝かせっぱなしにならないようにし
ている。不安な気持ちにならないように、
安心できる関係性を構築している。

服薬情報に関しては全職員が把握、理解出
来る様処方箋を個人ファイルに綴じ閲覧出
来る。また、服薬の変化に関しても申し送
りや記入により把握の徹底に努めている。
副作用により生活に支障が出た場合は主治
医に相談する。適正な薬の使用となるよう
に主治医や薬剤師と連携して相談してい
る。ＢＰＳＤの軽減のための向精神薬は身
体拘束適正化委員と連携し減薬、中止の検
討をしている。下剤に関しては排泄ケアの
研修時に下剤の役割を学んでいる。
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グループホーム　やすらぎ　自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している。

本人の要望、希望に応じて不足品を購入し
たり、車いすでも使いやすいように物品の
高さを調節したりしている。

居室にはクローゼット、エアコン、洗面台
が備わり、フローリングの部屋と畳の部屋
があります。和室の部屋は自宅のタンスな
どを持ち込み、利用者が自宅の様なレイア
ウトにし安心して暮らせるような工夫もし
ています。福祉用具の手すり棒の設置や
ベッド見守りセンサー利用による排泄支援
など個別支援に努めています。

廊下にはイベントの写真を掲示し、見て頂
いたり声を掛けることによって生活してい
る実感を持って頂く。本人目線で考えお部
屋の位置や食堂の席を工夫している。

本人との会話のきっかけとなるように共有
空間にはイベントの写真等を掲示するよう
にしている。季節感を感じてもらえるよう
に行事の装飾等行っている。

室内は清潔を保ち、毎朝窓を開けて換気を
しています。皆が揃って外出しての花見は
難しいために、リビングの壁一面に大きな
桜の花のポスターを貼り、花見気分を楽し
めるように工夫しています。利用者と一緒
に作った富士山と桜の手作り貼り絵も飾っ
ています。ベランダでバーベキューや芋煮
会のイベントなども開催しています。ビー
ルと焼きそばを楽しみにしている人もいま
す。

気の合った利用者同士になれるように食堂
の席を工夫している。
各自の居室があるので、独りになりたい時
は居室に誘導している。

希望時には電話をしてり、年賀状が来たら
返事を出すように支援している。携帯電話
（契約があれば）も禁止せずに本人が使用
したい場合は連絡を取って頂いている。自
分で電話を掛けるのが困難な場合は本人に
代わって職員が電話をし家族と取り次いで
いる。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 〇 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 〇 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム　やすらぎ

 ユニット名 3階

　Ⅴ　アウトカム項目
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グループホーム　やすらぎ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践
につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流し
ている。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かし
ている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる。

買い物や近隣イベントの参加、外食等で地
域の一員として住民と触れ合えるように援
助しています。

地域貢献に関しては、できていないのが現
状。朝日新聞関連サイト「なかまぁる」に
てお悩み相談室にて介護の悩みに回答。
（７つの質問）

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

スタッフルーム、食堂に事業所理念を掲
示、実現に向けています。賞与の人事考課
の評価項目に導入するも実際の理念につい
ては把握しておらず。個人面談時に理念を
覚えてもらうようにお願いしている。

運営推進会議は２か月に１度ネット会議に
て開催している。意見や情報交換等を行い
運営に活かしている。ネット会議のため、
自治会の方の参加が難しくなってしまって
いる。

運営推進会議の際に事業所の実情やサービ
スの取り組みを報告している。

株式会社フィールズ



グループホーム　やすらぎ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象とな
る具体的な行為を正しく理解するとともに、身体的
拘束等の適正化のための指針の整備、定期的な委員
会の開催及び従業者への研修を実施し、緊急やむを
得ない場合を除き、身体的拘束等をしないケアに取
り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係
者と話し合い、それらを活用できるよう支援してい
る。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている。

指針の整備・会議の定期開催を行い、身体
的拘束をしないケアに取り組んでいる。定
期的な研修を行いスタッフに身体拘束を必
要としないケアの実現に向けて取り組んで
いる。向精神薬の適切な服用については、
主治医と連携し入居前に病院で服用してい
た向精神薬を減らす取り組みをし、薬によ
る行動制限をしないようにカンファレンス
等で話し合っている。

虐待に関するアンケートを毎年行い、虐待
に対しての意識をしてもらう。管理者とス
タッフで個別に面談をし、ケアに対する心
構えを聞いている。アンガーマネジメント
研修を行ったり外部研修の参加をし意識を
高める取組みをしている。知らず知らずに
行っているグレーゾーンのケアや不適切な
ケア等については、基本的な排泄面のケア
から見直して適切なケアを行うように取り
組んでいる。

苦情ボックスの設置し意見や苦情を広く受
け付けている。また法人内への意見等に関
しては全ての事業所で検討し全体で改善出
来る様努めている。利用者からは日々の支
援の中で希望を記録として残すように取り
組んでいる。居室担当制を活かして担当者
が希望や意見を聞き要望に答えられるよう
にしている。家族にはメール、SNSや電話等
で情報共有している。

権利擁護の研修（成年後見制度）を行いス
タッフに学ぶ機会を提供している。利用者
の後見人さんとも連携を取り意見や協力を
して頂いている。

契約前、契約時などその都度ご説明させて
いただいている。また、疑問等に関しても
出来うる限り詳しくご説明している。説明
時間の長さ、難解な用語もある為考慮した
上での説明を心掛けていきたい。ご自宅で
一読されるように契約前に契約書をお渡し
している。
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グループホーム　やすらぎ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めてい
る。

月１回定例のカンファレンスに参加し、利
用者のケアについて運営について等職員と
意見交換をしている。日々の職員の意見に
ついては役職者との情報共有をしている。

法人内に介護部会があり、年１回開催。介
護スタッフは全国の事業所のスタッフと交
流することでネットワーク作りが行える。
管理者は全国認知症指導者ネットワーク等
に属しており様々な取り組みを取り入れて
サービスの質の向上に取り組んでいる。

信頼関係の構築が行われるように積極的に
コミュニケーションを取り、日々の生活支
援の中で課題を見つけ改善できるように取
り組んでいる。要望はできるかぎり叶うよ
うに会議の議題として取り上げたり居室担
当者が対応し本人との関係づくりに努めて
いる。

年間指針を定め、法人全体で取り組んで行
くようにしている。月１回の管理者会議を
開催し、各事業所の運営状況の把握をし地
区全体で職員の職場環境の改善を検討して
いる。職員個々の努力を最大限評価の上、
責任者への途用、新規事業への参加、部署
の転換等積極的に対応している。
シャイニングワーカー制度（表彰制度）、
永年勤続表彰、非常勤から常勤へ、一般職
員から役職者への登用など行っている。

法人として研修センターがあり未経験の職
員には初任者研修を無料で受講とし介護福
祉士を目指してもらっている。医療法人の
メリットを活かし喀痰吸引研修センターも
あり、無料で受講可能。認知症介護実践者
研修、リーダー研修等も積極的に受講する
ように促している。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている。

利用者様個々の状況に合わせ御自分の居室
や共用スペースの清掃、衣類整理等を行っ
ていただいたりし良好な関係が築ける様心
掛けている。
できる事を探し、やって頂くことで生活し
ている実感を持てるように心がけている。
できる方にはスタッフの肩もみをしても
らったり 、全体体操の時の 一部の体操を
サポートしていただいたり お手伝いをして
もらっている。

家族の面会時に本人の希望や要望をお伝え
しご家族には理解をしていただくように努
めている 。月一回 広報誌で情報提供した
り二ヶ月に一回はご家族宛てに本人の様子
を居室担当者から写真とともにお手紙を書
いて郵送している。

利用の段階で話し合いの場で家族なのに負
担感がないように聞き取り調査をしてい
る。 面会についての制限がないことをお伝
えしている。

ご自宅がある場合には施設からいつでも自
宅に帰れるように職員が同行したり また家
族には面会の方を頻回に来ていただくよう
に依頼をしている。また事業所側から入居
前のご自宅に訪問し、なじみ関係作りをし
ている。

本人の自宅は近い場合は散歩がてら見に
行ったり 馴染みの人との交流も できるだ
け途切れないように面会などを来ていただ
きやすい雰囲気作りに務めている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている。

サービス利用が終了してもご家族との関係
性は大切にし、親族が施設入居相談を受け
た後に入居していただくケースはありまし
た。

好きな事、嫌いな事などを生活を通じて伺
いやりたくないことは無理強いしないよう
に配慮している。失語やレベル低下等で意
向が表出されない場合は、「本人だった
ら」と想いを推測し検討している。

利用者同士の関係性を把握し、ストレスの
掛からないように配慮している。病気や障
害、症状等で関係性の構築が難しいケース
は職員が間に入り関わり合えるように支援
している。

何気なく発する言葉から、本人から以前は
どのような生活をされていたのかを聞き取
り、現在に至るまでの経緯を一緒に辿りな
がらサービス開始までの把握に努めてい
る。

利用者様個々に過ごし方等は細かく観察
し、記録させていただき、特に問題点に関
しては申し送りにて引き継ぎ状況把握に努
めている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している。

個々の状況に合わせたケアの仕方、目標に
むけ努力している。また、ケース会議等に
より意見を取り入れ参考にし、より良い介
護サービスに努めている。

個別記録にこまめに記入し全職員間にて共
有、実践に繋がる様努力している。残され
た能力や声掛けの工夫、コミュニケーショ
ンの取り方などで利用者に変化が見られた
場合丁寧に記録している。

ご本人様並びにご家族様の希望に沿った医
療が受けられる様、かかりつけ医以外にも
場合に応じ外部医療への受診など積極的に
支援させていただいている。

職員全体でニーズに応えられる様検討し対
応を行っている。また、関係機関への協力
をお願いする事もある。

買い物や散歩等外出時には店員や地域住民
方々と積極的に触れ合える様心掛けてい
る。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている。

週１回訪問看護事業所の看護師に異常や変
化等を相談し適切な医療が受けられる様努
めている。また、２週間に１回いずみ台病
院の往診があり。訪問時以外にも異変には
電話にて逐一相談し対応している。

転倒時の対応はスムーズに行えるように、
チュートリアルを作成し、掲示している。
急変時にはパニックにならずに報連相でき
るように伝えている。

消防機関へ依頼し定期的に総合消防訓練等
を全職員に参加呼びかけ行っている。
運営推進会議の際には自治会との相互協力
について話し合っている。地域との連携体
制は構築されていない。

医療機関とは日頃より情報交換など綿密な
関係を築けている。早期の治療を行ってい
ただき、重篤化しないように配慮してい
る。入院中は定期的に面会に行ったり、病
院相談員と電話連絡等し関係性が途切れな
いようにしている。

食事や生活が苦痛にならないように、状況
に応じて話し合い方針の共有を行ってい
る。看取りケアも行い御家族・医療機関に
対しても相談や協力をお願いしている。事
業所でできる事、できない事をお伝えし家
族に選択肢の提供をしている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている。

個別性を重視し、スタッフの押し付けにな
らないように利用者のペースに合わせたケ
アを行うようにしている。

レクリエーションの一環とし女性利用者に
お化粧をしていただく。２ヶ月に１回訪問
美容院に来て頂き、希望に沿ったヘアカッ
トをしています。買い物レク時は本人が着
たい服を購入して頂いている。

好き・嫌いを尊重し、無理強いや説得をし
ないようにしている。スタッフの価値観を
押し付けないようにしている。
失敗をしても責めない、丁寧な言葉遣いを
するように心がけている。

自ら要望を出したり、決定が困難な利用者
様に対しては分かり易く選択制にする等対
応している。難聴な方には筆談を用いてコ
ミュニケーションをとるようにしている。

食事の取り分けや刻み等を手分けして行っ
ている。お皿拭きやお盆なども役割分担し
ながら行っている。
たまにはカップラーメン等も食べたいとの
希望がありイベント等で提供している。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

歯科往診が週１回で来るので指導やアドバ
イスを受けている。自立にて口腔ケアの行
える方に関しては見守りや促しを、自立の
難しい方に関しては個々に応じた介助を
行っている。訪問歯科と連携し、個別の口
腔状態や口腔ケアでの留意点について指導
を受けている。口腔ケアの研修し、清潔保
持の大切さを確認している。

トイレに行ける人はできるだけトイレに
行ってもらいトイレでの排泄を促してい
る。オムツをしている人でも１日に1回はP
トイレに座ってもらったり、職員が嫌がら
ずに積極的にトイレ誘導するように心がけ
ている。トイレの場所が分からず放尿して
しまう利用者もいるが、本人に怒ってしま
い自尊心を傷つけないように配慮してい
る。

個々の食事量は情報共有し、本人が満足な
量を提供している。食習慣を尊重しできる
だけ本人の意向に沿った食事を提供してい
る。一人ひとりに合わせた食事摂取量、水
分摂取量を把握し適切な対応に努めてい
る。ゼリーやとろみ、ジュース等形態を変
えたり、味付け等も工夫している。透析の
利用者については細かく水分量の調整を
行っている。

便秘がBPSDの要因になる事を理解し、便秘
にならないように下剤の調整、看護師との
連携をしている。腹部マッサージや腹圧を
掛けたりしたり、便が出やすい姿勢や時間
帯を共有し気持ち良い排便ができるように
取り組んでいる。

入浴は無理強いせずに気持ち良く入れるよ
うに支援している。順番を変え再度伺って
みたり、入らない場合は過度な勧誘をせず
後日に変えてみたりと尊重した対応を心掛
けている。個々の状態によって職員２名で
対応するケースもある。自分で購入した入
浴剤を入れて入浴を楽しんでもらってい
る。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している。

生活習慣を尊重し、その人の生活リズムを
崩さないように配慮している。起こしっぱ
なし、寝かせっぱなしにならないようにし
ている。不安な気持ちにならないように、
安心できる関係性を構築している。

服薬情報に関しては全職員が把握、理解出
来る様処方箋を個人ファイルに綴じ閲覧出
来る。また、服薬の変化に関しても申し送
りや記入により把握の徹底に努めている。
副作用により生活に支障が出た場合は主治
医に相談する。適正な薬の使用となるよう
に主治医や薬剤師と連携して相談してい
る。ＢＰＳＤの軽減のための向精神薬は身
体拘束適正化委員と連携し減薬、中止の検
討をしている。下剤に関しては排泄ケアの
研修時に下剤の役割を学んでいる。

立て替え払いになってしまっているが、本
人には自分のお金で物を買ったり、飲食を
していることを伝えることで買いもの支援
をしている。

切り絵、体操、機能訓練、風船バレー、
モップ掛け、新聞畳み、食器拭き、洗濯物
畳み、ハーモニカ、将棋等その人がやって
いた、やりたいことを尊重しておこなって
もらっている。

病院受診等で同行した際には外食も行い本
人が食べたいものを食べるように支援して
いる。日常的な買い物は隣りがホームセン
ターであることを活かし気楽に出掛けるこ
とができる。できるだけ希望に沿って出掛
けるようにしている。

株式会社フィールズ



グループホーム　やすらぎ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している。

希望時には電話をしてり、年賀状が来たら
返事を出すように支援している。携帯電話
（契約があれば）も禁止せずに本人が使用
したい場合は連絡を取って頂いている。自
分で電話を掛けるのが困難な場合は本人に
代わって職員が電話をし家族と取り次いで
いる。

本人の要望、希望に応じて不足品を購入し
たり、車いすでも使いやすいように物品の
高さを調節したりしている。

廊下にはイベントの写真を掲示し、見て頂
いたり声を掛けることによって生活してい
る実感を持って頂く。本人目線で考えお部
屋の位置や食堂の席を工夫している。

本人との会話のきっかけとなるように共有
空間にはイベントの写真等を掲示するよう
にしている。季節感を感じてもらえるよう
に行事の装飾等行っている。

気の合った利用者同士になれるように食堂
の席を工夫している。
各自の居室があるので、独りになりたい時
は居室に誘導している。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

運営推進会議を対面で行わずにネット
会議で行っている。そのためネットで
参加できない地域住民が会議の参加が
困難となってしまっている。

事業所内で地域住民（自治会長や民生
委員）が参加している運営推進会議が
行える。

自治会長は毎年変わるので、新規会長
に主旨説明し運営推進会議の参加を呼
びかける。 3ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

2024年度

事業所名　
作成日：　　　2025年　　4月　　17日


